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第１章 総 則 

（名称） 

第１条 本団は、円山リトルジャイアンツスポーツ少年団と称する。 

 

（目 的） 

第２条 本団は、団員と指導者及び父母会とが協力しながら次のことを目的

とし、日本スポーツ少年団指導者及び団員網領を基本として活動す

る。 

１）野球を通じて、より多くの少年たちが友情を培い、正しいマナーとル

ールを学び、体力・技術の向上を図る。 

２）少年の健全育成を図り、心身を鍛錬し、人間性を高め、良き社会人と

なるよう育成する。 

 

第２章 団員及び登録 

（団 員） 

第３条 本団は、原則として地域の学童男女を団員とする。 

 

（登 録） 

第４条 本団の団員及び指導者は、各スポーツ少年団や関係団体・連盟に登

録し、スポーツ傷害保険に加入する。 

本団は、事故ある場合の責任を負わない。 

 

第３章 組織及び事業運営 

（組 織） 

第５条 本団は、団の目的に賛同する団員及びその父母並びに指導者によっ

て構成される。 

 

（事 業） 

第６条 本団は、第２条の目的を達成するために次の事業を行う。 

１）練習を主とする定期活動 

２）地域交流会、大会の共催と参加 

３）年１回以上のスポーツ体力テストの実施 

４）地域奉仕、文化・学習活動 

５）その他、団の目的達成に必要な事業 

 

第７条 本団の事業を円滑にするため次の部門をおく。 

１）指導部 指導者（監督・コーチ）によって構成する。 

２）父母会 団員の父母で構成し、指導部との連携を図りながら、団とし

てよりよい活動ができるように助力する。 

 



第４章 決議機関と役員の構成 

（総 会） 

第８条 総会は次により構成され、開催される。 

１）総会は本団の最高決議機関であり、監督・団員の父母・役員及び団の

運営に関わる人により構成される。 

２）総会は団長が召集し、毎年２回（１〜３月の間、１１月）定期総会を

開催する。但し、団長が必要と認めたときには臨時にこれを開催する

ことができる。 

３）総会の成立は、総会の構成員の１/２以上の出席によるが、委任状の

ある場合にはこれを出席と認める。 

４）議事の成立は、出席者の１/２以上の賛成による。 

５）欠席者は、その決議に従わなければならない。 

 

（役 員） 

第９条 本団は、監督 1名のほか、団の円滑な運営を図ることを目的とし、

次の役員をおく。 

１）団 長     ４）会 計 

２）副団長     ５）会計監査 

３）事務局 

 

 

２ 本団に、顧問、相談役、渉外窓口等をおくことができる。必要と

認めた場合、総会にて選出する。 

 

第１０条 役員は、総会において選出され、原則として任期１年とする。但

し、必要と認めた場合は、臨時総会等により、必要な改選を行う

ことができる。 

第１１条 役員会は、監督及び第９条 1 項の役員によって構成され、本団の

執行機関として必要に応じ団長が召集し、何事によらず協議決定

するものとする。 

 

第５章 会 計 

（経 費） 

第１２条 本団の経費は、団費及び寄付金、その他の収入をもってこれにあ

てる。 

 

（団 費） 

第１３条 団費は、毎年度総会において決定する。納入期間は１２月〜翌年

１１月までの１２ヶ月とする。 

（会計年度） 

第１４条 団の活動期間は原則として通年と定め、会計年度は、１２月１日

から翌年１１月３０日までとする。 

第１５条 会計監査による監査は、年１回行い総会に報告しなければならな

い。但し、必要と認めた場合には随時監査することができる。 



第６章 その他 

（慶弔規定） 

第１６条 団員及び団員と同居するご家族の弔事を対象とし、香典は原則と

して 5,000円とする。但し、この規定により難いと認めた場合

は、役員会の判断によることができる。 

 

（登録の更新及び退団） 

第１７条 団員の登録は年度登録とし、新規加入申込書により行う。途中退

団においては、原則書面により、団長まで届け出を行う。 

     団員の不良化行動等、本団の目的から著しく反した行為を行った

場合、団長は役員会の承認を得て、退団を求めることができる。 

 （休団） 

     第１８条 病気や怪我・家庭の都合など、やむを得ない理由につき 1 ヶ月以上 

          活動を休む場合は休団とすることができる。 

          休団は、団長と役員会の同意の基、有効とする。尚、休団中の団費

の発生はしない。 

 

（団員の表彰） 

第１９条 団員の表彰については指導部に一任する。 

 

（団則の改正） 

第２０条 本団の団則の改正・改廃は総会で決議する。 

 

（細 則） 

第２１条 本団の運営のため必要な細則は別に定めることができる。 

 

 

 

 

付 則 

１）この団則は、平成 ９年 １月１９日より施行する。 

２）この団則は、平成１０年 ２月 ８日より改訂施行する。 

３）この団則は、平成１１年１１月１８日より改訂施行する。 

４）この団則は、平成１２年 １月２１日より改訂施行する。 

５）この団則は、平成３１年 ２月 ３日より改訂施行する。 

６）この団則は、令和 ３年 ３月２８日より改訂施行する。 

７）この団則は、令和 ３年１１月２８日より改訂施行する。 

８）この団則は、令和 ４年 ６月１０日より改訂施行する。 

 
 


